
１ 校内研修の実践 

４ 

年間研修計画の工夫 
 

中学校 

特別支援教育に関する研修を 
定期的に実施する取組 
 

〇 実践の概要 
 本校では、次の３つを柱として、特別支援教育の充実に努めています。特に、特別な教育的

支援を必要とする生徒への指導や支援については、年間を通した研修等により、全教職員で共

通理解を図るなど、学校全体で対応できるよう取り組んでいます、 

 

➀ 校内研修 

４月と５月に、生徒の実態交流及び特別支 

援教育の基本的な考え方や知識を深める研 

修を実施しています。 

※その他、研修担当と調整して、年間を通じ 

て研修を計画 

 

② 校内支援委員会 

定期的に月１回開催し、主に特別な教育的 

支援を必要とする生徒への支援について話  

し合い、必要であると考えられる指導や支援  

の内容について、共通理解を図っています。 

 

③ 町の合理的配慮協力員の活用 

月１回程度、町が独自に配置している合理的配慮協力員に特別支援学級及び通常の学級に

在籍する特別な教育的支援を必要とする生徒の様子を参観してもらい、助言をいただいてい

ます。  

また、必要に応じて、生徒及び保護者との相談も実施しています。 

〇 実践の成果 
特別支援教育に関する研修や会議を定期的に行うことにより、特別支援教育担当者だけでな

く、全教職員の共通理解に基づく、一貫した指導や支援を意識できるようになってきました。 

課題であった不登校の生徒への対応についても、生徒の実態や保護者のニーズに応じて迅速

に取り組むことができるようになってきました。 
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【校内支援委員会の様子】 


